
記入要領

・当該事業によるアウトカム指標の変化を把握

・道路種別により、評価項目は適宜変更

・効果が認められる評価項目は□を■に変更

・●印の評価項目については定量的評価の結果を記載

（再評価）

様式１　客観的評価指標による事業採択の前提条件、事業の効果や必要性の確認の状況

事業名 一般国道474号　三遠南信自動車道　水窪佐久間道路

事業主体 中部地方整備局

●事業採択の前提条件を確認するための指標

指　　標 指標チェックの根拠

前提条件 事業の効率性 ■ 便益が費用を上回っている
全　体:費用便益比(B/C)＝ 1.1　経済的純現在価値(B-C)＝ 74億円　経済的内部収益率(EIRR)＝ 4.6%
残事業:費用便益比(B/C)＝ 1.1　経済的純現在価値(B-C)＝ 86億円　経済的内部収益率(EIRR)＝ 4.7%

●事業の効果や必要性を評価するための指標

政策目標 指　標　（対象となる指標のみ記載。効果が確認されるものは□を■に変更） 指標チェックの根拠

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保

■ 並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

区間a（費用便益分析対象区間）について
渋滞損失時間（現況）：4,785万人・時間/年
渋滞損失削減時間：48万人・時間/年（4,785万人・時間/年⇒4,737万人・時間/年）

区間b（並行区間）について：国道151号、152号、473号等
並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間（現況）：86,305人・時間/年
並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間：約９割削減（86,305人・時間/年⇒1,511人・時間/年）

□ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

□
並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は新たなバス路線が
期待できる

■ 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる
JR浜松駅（新幹線停車駅）へのアクセス向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～JR浜松駅　（現況120分　⇒　整備後80分）

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

中部国際空港へのアクセス向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～中部国際空港　現況160分　⇒　整備後120分

富士山静岡空港へのアクセス向上
浜松市天竜区佐久間地区（旧水窪町）～富士山静岡空港　現況120分　⇒　整備後80分
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物流効率化の支
援

■ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる

御前崎港へのアクセス向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～御前崎港　現況150分　⇒　整備後110分

三河港へのアクセス向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～三河港　現況130分　⇒　整備後90分

□ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上

都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 三大都市圏の環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

国土・地域ネッ
トワークの構築 ■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 飯田市と浜松市を連絡するルートを構成する

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 飯田地方生活圏の中心都市 飯田市と西部地方生活圏の中心都市 浜松市を約２時間で連絡する最短ルート

■ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる
北遠地域から西部地方生活圏の中心都市 浜松市中心部へのアクセスが向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）から浜松市中心部　現況：約120分→整備後：約80分　約40分短縮

個性ある地域の
形成 ■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

三遠南信地域連携ビジョン（「三遠南信250万流域都市圏の創造」のため、東三河地域、遠州地域及び南信州地域（以下「三
遠南信地域」という。）の県境を越えた地域連携を推進し一体的な圏域の発展を目指す）、光・電子技術イノベーション創出
拠点

□ IC等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

２．暮らし 安全で安心でき
るくらしの確保 ■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

奥三河北部地域、北遠地域から浜松市の聖隷三方原病院へのアクセスが向上
浜松市天竜区水窪地区（旧水窪町）～聖隷三方原病院　現況100分　⇒　整備後60分

３．安全 安全な生活環境
の確保

□
並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少により当該
区間の安全性の向上が期待できる

災害への備え

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置
づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）とし
て位置づけあり

緊急輸送道路としての位置付けあり

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する
代替する緊急輸送道路路線名：
国道152号（浜松市天竜区大井～浜松市中区）
国道473号（浜松市天竜区大井～北設楽郡東栄町）

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する

■ 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形成する 事前通行規制区間：国道151号、国道152号、国道473号を避けることができる
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４．環境 地球環境の保全

■ 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

＜水窪佐久間道路全体＞
　評価対象区間（費用便益分析対象区間）について
　　ＣＯ２排出削減量：4千t/年（1,648千t/年⇒1,644千t/年）
　評価対象区間（現道；並行路線　国道151号、152号、257号、473号等）について
　　ＣＯ２排出削減量：6千t/年（9千t/年⇒3千t/年）

生活環境の改
善・保全

■ 並行区間等における自動車からのNO2排出削減率

（現況）
自動車ＮＯｘ・ＰＭ法対策地域指定の別：対象外

（推計結果）
＜水窪佐久間全体＞
　評価対象区間（費用便益分析対象区間）について
　　ＮＯｘ排出削減量：8t/年（3,728t/年⇒3,720t/年）　　排出削減率：0.2%
　評価対象区間（現道；並行路線　国道151号、152号、257号、473号等）について
　　ＮＯｘ排出削減量：11t/年（16t/年⇒4t/年）　　 排出削減率：72.6%

■ 並行区間等における自動車からのSPM排出削減率

（現況）
自動車ＮＯｘ・ＰＭ法対策地域指定の別：対象外

（推計結果）
＜水窪佐久間全体＞
　評価対象区間（費用便益分析対象区間）について
　　SPM排出削減量：1t/年（210t/年　⇒　209t/年）　　排出削減率：0.2%
　評価対象区間（現道；並行路線　国道151号、152号、257号、473号等）について
　　SPM排出削減量：0.8t/年（1t/年⇒0.2t/年）　　 排出削減率：75.9%

□
並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待
される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
の関係 □ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

その他
□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される

68



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



69



70



71



72



73



74



75



76



77



78




